
積極的に関わりたい 39.8%

条件次第で関わりたい 42.7%

どちらともいえない 12.6%

関わりたくない 2.9% 無回答 1.9%

真駒内 55.3%

澄川 4.9%

藻岩(川沿、北ノ沢、中ノ沢) 10.7%

石山 3.9%

芸術の森地区(常盤、真駒内番地） 2.9%

藤野 1.9%

南区以外の市内 17.5%

市外 1.9% 無回答 1.0%
19歳以下 7.8%

20代 1.0%

30代 5.8%

40代 20.4%

50代 18.4%

60代 21.4%

70代 19.4%

80歳以上 5.8%

真駒内駅前地区まちづくり

〜地域主体のまちづくり〜「エリアマネジメント」を考える を開催しました

真駒内まちづくり通信
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講師のみなさまにご講演いただきました。

■年代

目的
新たに整備される交流広場が、「にぎわいの核」
となるよう、効果的な活用方法を検討していく
ための講演会を開催しました。

■お住まい

■講演やまちづくり計画をみて、まちづくりに関わりたいと思いましたか。

◆開催日時 令和6年3月3日（日）15：00〜16：４0
◆場 所 南区民センター2階ホール
◆来場者数 113名

これまでの「まちづくり通信」はこちら

https://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/mak
omanai/tsushin.html

https://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/
makomanai/keikakusakutei.html

「真駒内駅前地区まちづくり計画」はこちら

会場の様子
（まちづくり計画や駅前地区の現況模型の
展示を行いました）

役割と居場所があるコミュニティ・デザイン

ＵＲにおける多世代交流の場づくりについて

UR都市機構 東日本賃貸住宅本部
北海道エリア経営センター
管理企画課担当課長 佐藤 正之

広場を中心に変化してきた
札幌駅前通地区のまちづくり

講演の様子

多くの方から「今後もまちづくりに参加し
たい！」というご回答をいただきました。
今後の取組についても、引き続き、様々な
方法でお伝えてしていきます。

◆講演内容の動画（各20分程度）やテキストを本市ホームページからご覧
 いただけます。
 くわしくは右の二次元コードからご確認ください。

https://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/machidukurikatudou_2023_01.html

来場者のみなさまにアンケートのご協力をいただきました

◆回答率 103／113（約９割の方にご回答いただきました）
※以下の集計は当日会場でご回答頂いた内容をまとめたものです。

Q あなたご自身について、おしえてください。

A
・30代以下、40～70代の各年代が約2割ずつと幅広い世代の方にご来場いただきました。
・真駒内にお住まいの方が全体の約６割ほどでした。

Q まちづくりへの興味について、おしえてください。

A
約８割以上の方からまちづくりに「積極的に関わりたい」、「条件次第で関わりたい」
とご回答頂きました。

挑戦したくなる!
高校生・大学生が考え、行動を起こせる街

さっぽろまなびまくり社の
活動に参加する現役高校生、他

札幌駅前通まちづくり株式会社 
取締役統括マネージャー 内川 亜紀

札幌市立大学デザイン学部
准教授、社会福祉士 片山 めぐみ

講演の内容を公開しています。

■たくさんのお声をいただき、ありがとうございました。一部をご紹介します。

広場・空間の効果的な活用事例や地域の取組を学びました。
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